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1. 制作の背景と目的 

今生きているこの時代、そして未来に、どのような建

築があってほしいものだろうか。振り返ると、人類史に

おける文明は近現代で大きい転換期を迎えた。かつて近

代化とともに建築家たちは装飾を排し、既得の特殊性を

超えて世界的に共通する様式であるインターナショナル

スタイルを民主的個人のために標榜した。 

人にはもともと原初的なインターナショナルスタイル

とも言える人類共通の根源的記憶・感覚が備わっている

のではないか。そして時間や国境を超えて、人類みなが

その建築空間の良さやなつかしさ、居心地の良さ、守ら

れているという感覚に共感できる建築があると感じてい

る。けれどもこうした五感を使って感じられる原始的な

素朴さ、おおらかさ、生々しさを呼び起こす空問は少な

くなってしまった。ゆえに多くの人々はそれを求め、世

界的なツーリズムブームが起きていると言えるだろう。

根源的記憶・感覚を取り戻すことのできる場所は、私た

ち人類の原点であり、原風景でもある。そのような空間

体験ができる建築は、人々の心のよりどころとして時代

を超え永遠に必要だと考えている。 

そこで民族音楽に注目し根源的感覚・記憶を呼び起こ 

す建築を提案したい。民族音楽は長い時間をかけて身

体を通じて継承されていくものであり、時代や国境を越

えて訴えかける言語化できない魅力があると思われる。

根源的記憶・感覚が感じられる対象としてインドネシア

の伝統音楽であるガムランを参照し、考察を深めた。 

 

 

2. ガムランの概要 

ガムラン gamelan は、東南アジアのインドネシアで演奏

される民族音楽であり、青銅でつくられたさまざまな銅

鑼や鍵盤打楽器を用いて大人数で合奏する特徴をもつ。

いわゆるクラシックのオーケストラとは異なり、チュー

ニングにて音を明確にそろえる文化を持たず、楽器によ

って微妙に異なる音をそのまま用いながら、大人数で息

を合わせて合奏する。厚みがあり、多様に響く音に包ま

れている感覚がとても心地よい。「ガムラン」という言葉

は古代ジャワ語の「たたく、つかむ」等の意味を持つ、

動詞｢ガムル gamel｣に由来すると言われている。起源につ

いては諸説あるが、現代に通じる近代的ガムランが誕生

したのはおよそ 17 世紀とされる。近年数字譜などの楽譜

も考案されてはいるものの、口承を基本とした身体を通

した方法で親から子へ伝えている。 

 

3. ガムランの音楽的構造について 

ガムランは聞こえてくる雑多な印象とは異なり、比較

的制約がある中で演奏されている音楽である。例えば番

いリズムと呼ばれる重要な音楽構造がある。それは骨格

となる音の並びに対し、装飾的な動きの音型を対となる

２つのパートに振り分けて演奏する方法である。インド

ネシア人独特の複数の人で協力して演奏するという考え

方がみえる。リズムがうまく合わさると一つの旋律とし

て聞こえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

また音型を反復する中で、強弱やテンポの変化をつけ

たり次の部分に進んだりするために、その音型を変形す

ることがある。ガムランに指揮者はいないものの、イラ

マ irama と呼ばれるテンポを司り合奏をリードするクンダ

ン（太鼓）奏者がその合図を出している。 

 

4. 人間の根源的感覚に迫る  

現代の建築において装飾は付加的な存在である。しか

しそもそも装飾は｢ここにいる｣という自分の居場所を示

す傷跡を残す行為から始まったという。（3）装飾が人間の

根源的欲求と関わりがあると考えることができるのでは

主旋律 

装飾 

(番いリズム) 

図 1 ガムラン演奏風景（1） 

図 2 ガムランの譜例(2)と番いリズムの抽出 
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ないだろうか。 

 

4－1 ガムランの音/｢今ここ｣ということ 

ガムランの楽器から奏でられる音は鍋や釜をたたいて

いる時のような素朴な音であり、音そのものを感じる。

音は目には見えないが、その音は何かしっかりとした重

さを持っているように感じる。一つ一つ｢かたち｣を持っ

ているかのようである。 

これはガムランが何かをたたいて音を発し、｢今ここ｣

を相手に示していた、という造形的な装飾と同じような

起源をもっているからではないだろうか。 

またガムランの楽器、グンデルやサロンといった鍵盤

打楽器の奏法の一つに次の音を出すときに前の音の鍵盤

をおさえ音が混ざらないように響きをとめて、音を独立

させることがある。 

合奏として発展しその音が増えていくと、一つ一つの

音または形を有する「かたち」を少しずらしながら被せ

ていくように感じる。ガムランを聴いていると、それが

同時多発的に様々な場所で発生し、音同士を被せつつ積

み上げているかのような情景が浮かぶ。 

 

4－2 番いのリズム/構造と装飾 

4－1 で述べたようにガムランの音の原点は｢ここにい

る｣という自分の居場所を示すために音を発する、という

本来の意味においての装飾だと考えられるが、合奏し音

が増えていくことで主旋律が生まれ、主旋律と装飾とい

う主と従の関係に分かれていく。しかしそのどちらが欠

けてもガムランにはならないため、装飾と構造が不可分

な状態であるといえる。 

一方造形、その中でも建築について考えると、古典と

いわれる建築も構造や構法と装飾が不可分で有機的な状

態で構成されていた。そういった構造と装飾が不可分な

状態であるものは原初的な建築に見られる特徴であり、

根源的な感覚をもたらすのではないだろうか。 

 

5. 設計提案 

東京都品川区東五反田の在東京インドネシア共和国大

使館は現在建替工事をしている。その敷地に、大使館と

しての機能に加えてインドネシアの文化振興のための施

設を提案する。インドネシアと日本の 2 つの国の文化的背

景を持つ大使館という特殊な場所で、それらの国のもつ

文化的背景を超えて繋がり合う根源的感覚・記憶を呼び

起こすことのできる建築空間の提案を行う。 

 

6. 全体構成 

6－1 周期性 

 ガムランに見られる、経典や曼荼羅

のように同じものを反復する特徴を、

建築に落とし込む。二つに分かれた機

能のうち、文化施設に立体的な回遊性

を持たせる。 

 

6－2偶発性 

ガムランの楽器が調律されていない

からこそ起きる偶然できる音のずれや

響きの偶然性・偶発性は聴覚的モアレ

のような現象であり、ガムラン特有の

浮遊感を生み出す。このような体験を

柱をさまざまな規則で並べ重ね合わせ

ることでズレを起こす。 

 

7. ディテール -構造と装飾性- 

ガムランの番いリズム構造を用いた柱や階段を考え

る。PC 鋼棒を番いリズムに沿って積み上げたジャワスト

ーンに打ち込む。そうすることで構造体である鋼棒と一

体化される。また空間体験として反転が起こる体験を階

段の並べ方と踊り場の存在によって実現する。この工夫

によりガムラン的空間を実現することができる。 
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図 5 参考にしたガムランの楽譜(2)と柱・階段の例 

図 3 周期ダイアグラム 

図 4 柱の位置のずれ 
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